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太陽へ飛びだそう 
                           校長  福田 純子 

『太陽へ 飛び出していく 夏休み』 

子供たちの「わーい！」という歓声が聞こえて 

きそうな、田中晴生さんの俳句です。 

 毎年、夏休みが近づくと、心なしか子供たち 

の表情が明るくなり、プールの水しぶきまでが 

勢いを増してくるような気がします。 

 １か月以上の期間、子供たちを家庭にお返し 

します。家庭においても学びを連続する意識が 

もてるように、保護者会では、これまでの成果 

と課題をしっかりと共有できるようにしたいと 

思います。 

 課題の内容としては、これまでの学習の習熟 

と、普段はできない長期休業を生かした発展的 

な学習（体験学習、調べ学習、探求学習等）が 

中心となります。 

 何より、夏季休業中も生活のリズムがくずれ 

ないように、初めに、子供ときちんと約束をし 

て、大人も一緒に守るようにすることが大事で 

す。夏季水泳指導や学力補充教室（サマースク

ール）等も、是非ご活用ください。 

 また、夏休みの意義はそれだけではありませ 

ん。自分の子供時代を振り返ってみると、解き 

放たれた自由な時間の中で味わった夏の風物や 

体験が、強烈な色彩をもってよみがえります。 

ぎらぎらした太陽と大きな入道雲、岩にしみ 

入る蝉の声、氷水のうまさ、むせるような草い

きれ、夜空に咲く大きな花火、里帰りのプラッ

トホーム、いつくしむような祖父母の笑顔…。 

こういうものは、断片的な記憶にとどまるも

ので、明確な成果として形に表れるものではあ

りません。でも、子供の人間性を豊かに広げる

ためには、真に大切なものだと考えます。 

 

子育ての時代だからこそ味わえる夏がありま 

す。ご家族一緒に、どうか楽しんでお過ごしく

ださい。子供たちは命が輝くような体験をたく

さん積んで、またひと回り大きく成長すること 

でしょう。 

９月には、また、日焼けした元気な笑顔に出 

会うのを楽しみに待っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆第１回 学校評議員会を開催しました  ６月２４日（水）１８:００～１９:３０ 於：本校応接室◆ 

 学校が、家庭・地域・関係諸機関と連携協力し、開かれた学校づくりを推進するための会です。

それぞれのお立場から、学校の教育方針や計画などにご意見や評価をいただき、よりよい学校づく

りにいかします。それぞれの学校ごとに、練馬区の要綱にそって評議員を推薦し、練馬区教育委員

会が委嘱をします。 

 

 今年度、本校では以下の９名の皆様に学校評議員になっていただきました。（５０音順） 

○宇佐見純一様（地域自治会会長）      ○太田 昌子様（保護者と教職員の会会長） 

○高原 洋子様（地区区民館運営委員会会長） ○長島 早苗様（特別支援学級保護者代表） 

○西脇 和子様（青少年委員）        ○藤井佐喜子様（保護者と教職員の会前会長） 

○三宅 彰 様（地域自治会会長）      ○村田 輝子様（学校応援団団長） 

○横尾 安子様（地域代表） 

 初めに学校から今年度の方針や年間予定等について説明をした後、皆様からのご意見をいただき

ました。学校と手を携えて地域の子供たちを見守り、健やかに育てようというお気持ちが伝わって

きて大変ありがたく思いました。大人からも日常の挨拶をしたり地域行事に参加したりする姿を見

せる事の大切さも話題となりました。 

 また、地域で見かける子供たちの遊び、特にキャスターボード（ジェイボード、ブレーブボード

等）の迷惑や自転車の危険な乗り方の実態についても挙げられ、学校でも家庭でもよく注意してい

く必要を感じました。 

  



 
【７月の行事等予定】 

 

＊行事予定は変更になる場合があります。お手数ですが、必ず 

各学年だよりや学級だより等で再度、ご確認ください。 
 

 

 

 

日 曜 行 事 等 予 定 

１ 水                       春小ひろば 

2 木 ５年都・学力調査 春の風委員会 

3 金 保護者会５・６年 月曜時間割        春小ひろば 

4 土  

 5 日  

6 月 全校朝会 四組合同プール 保護者会１・２年  
文化委員姿勢改善講座            春小ひろば 

7 火 安全指導 保護者会３・４年 

8 水 四組宿泊前健診               春小ひろば 

9 木 四組下田宿泊学習始(１１土まで) 中学校授業訪問 クラブ活動 

10 金 水曜時程 春小ふれあいタイム            春小ひろば 

11 土 四組宿泊学習終 読書旬間終 ４年下水道学習  
１・２年親子学習 委員会活動  

12 日 四組健康観察日 

13 月 全校朝会 ４～６年着衣水泳 四組振替休日  春小ひろば 

14 火 誕生日給食  保護者会四組 

15 水 児童集会 避難訓練 校内研究のため午前授業 春小ひろば 

16 木 たてわり班活動 クラブ活動 

17 金 全校朝会 給食終 大掃除 下校１４：０５ 

18 土  

19 日  

20 月 海の日  

21 火 夏季休業日始 夏季水泳指導① 四組武石キャンプ始 

22 水 夏季水泳指導② 

23 木 夏季水泳指導③ 

24 金 夏季水泳指導④ 四組武石キャンプ終 

25 土  

26 日                       

27 月 夏季水泳指導⑤ 

28 火 夏季水泳指導⑥ 

29 水 夏季水泳指導⑦ 

30 木 夏季水泳指導⑧ 

31 金 夏季水泳指導⑨ 

＜７月の生活目標＞ 

健康に気をつけよう 

生活指導部   小泉 優子 
 

夏に多い感染症や食中毒が心配な

時期です。予防のためにはうがい・手

洗いが第一です。外遊び後や給食前に

は必ず行いましょう。同時に清潔なハ

ンカチを持ってくることも大切です。

また、汗を放置することによっておき

る皮膚の病気やにおいを防ぐため、汗

ふきタオルを持参し汗の始末をしっ

かりするよう指導していきます。ご家

庭でも、毎日ハンカチや汗ふきタオル

を忘れないよう、お声掛けください。 
 

＜７月のあいさつ目標＞ 

返事の｢はい｣は元気な印 

 

大雨、落雷についての注意をご家庭でも確認を。 
 

近年、大雨、落雷による被害が目立っています。特に雷については、時には１０ｋｍ以上も離れた場所にも落

ちると言われており、発生時には十分に特性を理解した上で行動する必要があります。学校では、雷が鳴り始め

た場合、屋外での活動を中止します。雷が活発に活動している時には、下校を見合わせ教室に待機させる場合も

あります。雷が発生した場合は、落雷に備えてすぐに安全な建物の中に入るよう、学校では指導しています。ご

家庭でも、正しい雷についての知識や、雷発生時の適切な対応について、ご指導をお願いいたします。 

 

学校公開・道徳授業公開感想 

ありがとうございました。 
 

６月の公開日・道徳授業地区公開講

座にご参加いただき、ありがとうござ

いました。いただいた感想は、今後に

生かしていきます。 

今年は、ご家庭からの感想等の回収

率を上げる取り組みを重点的に行い

ます。まだ感想用紙をお持ちの方は、

今からでも担任までお渡しください。 

学校連絡メール 本格運用開始 
区一斉防災訓練において、ほとんど

のご家庭にメールが届くようになっ

たことを受け、本日より、学校連絡メ

ールの本格運用を開始します。今後、

緊急時の連絡は、学校連絡メールが中

心となります。まだ設定が済んでいな

い方は、すぐに設定していただきます

ようお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第７２回学童歯みがき大会」に参加しました   養護教諭 曽根 操 

6月4日（木）、5年生と四組４～６年生が千代田区の歯科医師会館から

インターネットで配信されるライブ映像を見ながら、歯と口の健康につい

て学びました。海外日本人学校も加わり、約1300 校 7 万人の小学生が

同時に参加しました。学校歯科医の関東英雄先生の他、日本歯科大学東京

短期大学歯科衛生士学科の学生さんが４０名来校し、優しく実習や学習の

サポートをしてくださったので、子ども達は楽しく学べたようです。学ん

だことをぜひ毎日の歯みがきに生かし、健康な歯と口で一生を過ごせるよ

うになって欲しいと思います。 

プール開きを行いました     体育主任  白畑 沙都 

プールでの学習が始まりました。低学年は水に親しむことをねらいとし

た「水遊び」の学習。中学年は水の浮力を用いて体勢を維持する「浮く・

泳ぐ運動」の学習。高学年は「水泳」の学習として、正しいクロールや平

泳ぎを身に付け、さらに長く泳ぐことをねらいとした学習を行っています。  

夏季休業中には、水に親しむ機会を増やし、低学年、中学年、高学年に

分かれて、自分のめあてに合わせた水泳指導を行います。水着など水泳の

道具、プールカードの印鑑を忘れると入ることができません。詳細は、後

日配布される『夏季休業中の水泳指導のお知らせ』をご覧ください。 

マグロの水槽は寂しかったけど・・      ３年担任  藤原 元子 

６月９日の３，４年生の遠足あいにくの雨模様となりました。葛西臨海

水族園は、雨のためにほかの場所に遠足に行くはずだった学校も合わせる

と、１６校もの学校の子供でいっぱいでした。子供たちはグループごとに

園内を回り、水槽の中の魚を見たり、水辺の生き物にさわったりすること

ができました。ちょっぴり残念だったマグロの水槽も、かえって思い出に

残りました。とても楽しい遠足になりました。 

１・２年生遠足     ２年担任  小泉 優子 

６月２日（火）快晴の下、さいたまこども自然動物公園に行ってきまし

た。１年生は小学校に入って初めての遠足でしたが、よく歩きよく遊びま

した。ふれあいコーナーでは、モルモットを落とさないようにやさしく抱

きました。すいすい泳ぐペンギンが２年生には大人気でした。楽しみにし

ていた恐竜コーナーでは見上げるほどの大きい恐竜に乗ったりぶら下がっ

たり、思い思いに楽しみました。くたくたになるまで楽しんだ一日でした。 

出前教育委員会に参加して  ６年担任  若井 理之 

６年生は、５月２８日に出前教育委員会に参加しました。当日は１２名

の６年生が、教育委員長はじめ教育委員の方々に質問をしました。「学校の

教科書は、誰が作っているのですか？」「小学校は、なぜ中学校のように教

科担任制でないのですか？」など、子供たちが普段疑問に思っていたこと

に、懇切丁寧に答えてくださいました。子供たちにとって、学校生活につ

いてより深く理解することができた一日となったようです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

軽井沢移動教室を終えて     ６年担任  谷 由美子 

６月１６～１９日に小学校生活最後の宿泊行事、軽井沢移動教室に行っ

てきました。今年は、カーリングや山登り、林業体験に挑戦しました。碓

氷峠の山登りでは、薄陽の差す中大自然に触れ、東京では見ることのでき

ない虫や植物を観察することができました。また、懐古園や森将軍塚古墳

では興味をもって見学し、歴史の学習をしている６年生にとってはよい学

習となりました。浅間山の噴火や雨天により予定変更はありましたが、ど

の活動も積極的に楽しんで取り組んでいる様子が印象的でした。昨年より

１泊増えた３泊４日の移動教室を目一杯楽しむことができました。 

わくわくニコニコ春の風小祭り     特活主任  中村 るい子 

6月２６日（金）に子供たちが毎年楽しみにしている“春の風小祭り”

が行われました。今年度の合い言葉は、「笑顔あふれる春小祭り 全校み

んなでもりあげよう」です。1年生はお客さんとして、2年生～6年生・

4組は、各学級でお店を開き、お客さんを迎えました。当日はあちらこ

ちらから呼び込みの声が聞かれ、笑顔いっぱいの子供たちの姿が見られ

ました。 

行ってきました。高山不動尊・関八州見晴台遠足  ４組担任 信夫 一江 

今年度２回目の山登り遠足に行ってきました。前回の山登りより、ちょ

っぴり高い山です。前の日に、一人一人が遠足のめあてを立てました。低

学年は「くじけないで歩く」、高学年は「小さい子の手を引いて歩く」等

です。めあての達成を目指して山登りが始まります。長い上り坂、岩がご

ろごろして歩きにくい山道、急な下り坂、みんなで励まし合って登りまし

た。山登りは大変なこともあるけれど、頂上に着いた時は本当に嬉しいも

のです。みんな少しずつ大きくなって帰ってきました。 

庄内平野米作り授業     ５年担任  鈴木 三千代 

５年生では、社会科や総合的な学習の時間に米作りについて学んでいま

す。今回は山形県より稲作農家の方を迎えました。「農薬を極力使わない

ようにするためにカモを放して栽培している」「一番の支出は水道料であ

る」「自分で作ったものを自分で食べることほど幸せなことはない」など、

おいしい米を作るための工夫や苦労、喜びなど教科書では分からない生の

声を聞くことができ、多くを学ぶことできました。 

道徳授業地区公開講座     道徳主任  岡村 悦子 

道徳授業地区公開講座は、道徳の授業を保護者や地域の方々に広く公開

し、学校における道徳教育のあり方や家庭・地域社会との連携について、

相互の理解を深めることをねらいとしています。今年度は、６月１３日

（土）２校時に全学級で道徳授業、３校時に福田純子校長による講演会「子

供の成長を促す親になる」を行いました。たくさんの保護者や地域の方に

ご参観、ご参加いただき、ありがとうございました。 


